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１．研究概要 

本支援課題は、知的財産権の適切な取得と出口を見据えた事業化に関する支援を行うために、東京大学、

筑波大学、東北大学、千葉大学で支援体制を構築している。臨床応用に通じた基礎研究者、弁理士などの知

財専門家、プロジェクトマネージャー、企業経験者、ベンチャー・キャピタル経験者、細胞製品・遺伝子治療製品

の製造専門家などが参加している。専用のメール相談窓口を設置して研究者からの問い合わせに対応し、上記

の専門家が参加する検討会を開催している。検討会は、支援対象課題の研究開発代表者より研究概要の説明

を受けた後に各専門家からの助言を与える場であり 1回 1時間半程度を要している。検討会は研究の進捗に合

わせて継続的に開催することとしている。また、支援に必要な特許ランドスケープ調査などの調査や企業がライ

センスインするための意向調査も実施し、他の支援課題にも情報共有して支援に活用している。研究者用に知

財と事業化に関する研修会を開催している。特に事業化について教育と実践的な起業の機会提供として筑波

大学の Research Studio の情報提供を行ったり、研修に活用したりしている。事業化戦略支援人材の若手育成

として 2名が参加しており、検討会や講習会参加による実践的な教育を行っている。 

 

２．評価結果 

それぞれの支援活動に関する定量達成目標が掲げられており、人材育成を含めて、いずれも遅延なく進捗し

ている。本分野の経験をもつアカデミアや知財等の専門家による支援体制を構築し、支援担当の研究開発課題

からの個別相談について、対面やメールで対応している。再生・細胞医療・遺伝子治療 実現加速化プログラム

の前身事業にあたる再生医療実現拠点ネットワークプログラム終了課題にアンケート調査を行い、その分析結

果などを活用しつつ、支援担当の研究開発課題それぞれの状況に応じて他大学の専門家も巻き込んだ独自の

スキームで伴走支援を実施している点は評価できる。個々の支援担当の研究開発課題に対して、知財を含めた

事業化に向けての課題抽出を行う全体会議にあたる検討会も複数回実施されている。知財に関する支援につ

いて、複数の支援対象課題から知財に関する有意義な助言を得たとの声が寄せられており、本支援課題の強

みとして高く評価できる。今後、企業との連携、欧米を含めたグローバル展開を意識した事業化戦略支援活

動をさらに深化させ、代表機関、分担機関と異なる組織の研究課題へさらに積極的な支援活動を展開いただ

くことが期待される。 

 


